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１．背景・目的

 鉄筋コンクリート造建築物の中性化の進行評価

現状：コア調査：構造体への損傷＋情報が断片的

提案：仕上げ材付きコンクリートを対象とした，ハイブリッド型非/微破壊透

気試験による中性化進行評価

 実環境下における仕上げ材の劣化と中性化抑制効果

現状：実環境下における仕上げ材料の劣化の進行と中性化抑制効果は

不明な点が多い。

提案：実地調査データをフィードバックした劣化シミュレーション技術の開

発

 中性化したコンクリートの補修工法

現状：再アルカリ化やコンクリート打替え等の工法が一般

提案：水分浸透抑制による外観維持型鉄筋腐食抑制工法の開発

技術開発の内容



ハイブリッド型透気試験方法による仕上げ付き
コンクリート部材の総合的透気性評価

２．技術開発の概要：開発技術①

技術開発の内容
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P.V.ｆP.V.n

打放し面でP.V.nとkTを
測定して係数βを確認

P.V.n／ｋTn＝ β

α ＝ P.V.s／P.V.n

仕上面でP.V.ｆとkTを測定し、
kTを係数βにより簡易透気
速度に換算 → α を算出

Pcom. ＝ α×P.V.ｆ

kT → P.V.s（=βkT）

図 削孔法 図 表面法

削孔法：コンクリートの透気性評価

表面法：仕上げ材の透気性評価

仕上げ材付きコンクリート部材
の総合的透気係数評価

コンクリートの中性化評価

+

=



鋼材２．技術開発の概要：開発技術②

技術開発の内容

マルコフ連鎖モデルによる仕上げ材の劣化シ
ミュレーション技術の開発

 

劣化度 O 
ひび割れが存在しな
い状態。 

劣化度 I 
1，2 本ひび割れが存在
する状態。 

劣化度 III 
網目状のひび割れが全
体に存在する状態。 

劣化度 II 
単線のひび割れが全体
に存在する状態。 

判定範囲: 50×50mm 

劣化度 I ひび割れ O 

劣化度 II 劣化度 III 

図 1 ひび割れ劣化グレーディング 図 仕上材の劣化実地調査 図 劣化シミュレーションの例

実建築物における仕上げ材の劣化調査

仕上材の劣化シミュレーション技術の開発

コンクリートの中性化
進行状況の評価



鋼材２．技術開発の概要：開発技術③

技術開発の内容

水分浸透抑制による外観維持型鉄筋腐食抑制
工法の開発
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改良型表面含浸材の水
分浸透抑制効果の評価

表面含浸材の鉄筋腐
食抑制効果の検証

水分浸透抑制モニ
タング手法の開発

図 暴露試験による鉄筋腐食抑制効果の検証 図 水分浸透モニタリング

図 水分浸透抑制効果の測定例（含浸材の塗布に
よりコンクリート表面の撥水効果が高まっていること
が示されている）



鋼材２．技術開発の概要：全体の技術開発の
フローにおける開発技術①～③の配置

技術開発の内容

①：ハイブリッド型透気試験方法

①-1：コンクリートの透気性評価 ①-2：仕上げ材の透気性評価

②：仕上げ材の劣化進行評価

①+②：コンクリートの中性化進行

③：表面含浸材による水分
浸透抑制効果と鉄筋腐食抑
制効果の検証・モニタリング

最終目標：鉄筋コンクリート
造建築物の長寿命化手法の
一手法の確立

中性化の鉄筋への到達

開発技術①

開発技術①+②

開発技術③



３．技術開発の必要性、緊急性

審査基準に関する事項

４．技術開発の先導性

５．技術開発の実現可能性

・診断にあたっては建物への損傷を最小限とすること
・建築物に一般に用いられる仕上げ材の影響を加味した中性化進行の非破壊評価
・外観の変化を極力抑制した改修方法の開発

社会的な必要性とストックの増加を鑑みた場合の緊急性

開発技術①：コア抜きに代わる非破壊技術+仕上げ材付きコンクリートへの拡張

開発技術②：実環境下の実測データに基づく仕上げ材の中性化抑制効果とシミュレー
ション技術の開発
開発技術③：水分の浸透抑制に着目した外観維持型の改修方法の提案

目標達成の技術的可能性：開発技術①～③において，経験豊富な研究者による実施。
技術開発のための資金：関連した継続研究に立つ資金確保と運用の豊富なノウハウ。
研究体制：研究者間の密な連絡体制の実現。



鋼材６．実用化・製品化までのプロセス

審査基準に関する事項

ハイブリッド型
透気試験装置の

製品化

淺沼組の物件を
中心とした既存

建築物への適用
と実績の蓄積

既存建物の調
査・診断手法とし

て展開

特許

出願

技術①ハイブリッド
型透気試験方法

対象者：

・住宅の耐震診断、定期点検、建物
調査などを行う検査会社
・建設系コンサルタント会社
・建設会社の技術者など

普及の方法：
・実績の積み上げ

・非破壊検査協会における規格化
（透気試験に関する規格化の委員会
は今本が委員長）

実用化・製品化のイメージ：
・試験機メーカーによる試験機制作・販売



鋼材６．実用化・製品化までのプロセス

審査基準に関する事項

対象者：
・ディベロッパー
・マンション管理者
・建物調査などを行う検査会社
・建設系コンサルタント会社
・建設会社の技術者など

普及の方法：
・ISO規格への反映を踏まえ
た国内での奨励

実用化・製品化のイメージ：

・ソフトメーカーによるソフト
ウェア化

技術②マルコフ連鎖モデルによる仕上げ材の劣化シミュレーション技術

仕上げ材の耐用
年数技術の確立

仕上げ材の耐用
年数予測手法と

してソフト化

ISO/TS 15686-7
Buildibng and

constructed assets -
Seivice life planning -
Part 7のAnnex4への
マルコフ連鎖モデルの

採用

Codeの発展化


